
1.3 琵琶湖深層部ＤＯの回復と姉川からの融雪水流入の関係 

1.3.1 琵琶湖ＤＯ回復（全層循環）と融雪水の発生時期に関する検討 
全層循環が発生して底層 DOが回復する時期と融雪出水の時期の関係を流域の積雪量（柳ヶ瀬、彦根）、北

湖 DO（今津沖中央）、姉川流量（野寺橋）からみると、比較的積雪量の多かった 1999 年では全層循環は気

温の低い 2月の下旬頃に発生して底層 DOが回復しているが、融雪出水の発生は 3月中旬頃となっている。 

この結果からも全層循環と融雪出水は発生時期が異なり、直接的な関係はない（融雪出水の時期には既に

全層循環により底層 DOは回復していること）のではないか、推察される。 

 

表 1.3.1 底層 DO 回復と融雪水の発生時期 

前半 後半 前半 後半 前半 後半
1985 ●
1986 ●
1987 ●
1988 ●
1989 ●
1990 ●
1991 ●
1992 ●
1993 ●
1994 ●
1995 ●
1996 ●
1997 ●
1998 ●
1999 ●
2000 ●
2001 ●
2002 ●
2003 ●

　　　 項
目
年 １月 ２月 ３月

底層DOが回復した時期
（琵琶湖今津沖中央 溶存酸素）

２月 ３月

●
●

●
●

●

融雪水の発生時期
（野寺橋 流量）

雪解け出水なし

●
●
●

●
●

雪解け出水なし
欠　測

１月

●
●
●

●

雪解け出水なし
●
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図 1.3.1 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1985年） 
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図 1.3.2 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1986年） 
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図 1.3.3 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1987年） 
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図 1.3.4 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1988年） 
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図 1.3.5 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1989年） 
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図 1.3.6 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1990年） 
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図 1.3.7 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1991年） 
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図 1.3.8 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1992年） 
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図 1.3.9 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1993年） 
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雪解け出水なし 

図 1.3.10 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1994年） 
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図 1.3.11 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1995年） 
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図 1.3.12 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1996年） 
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図 1.3.13 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1997年） 
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雪解け出水なし 

図 1.3.14 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1998年） 
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図 1.3.15 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（1999年） 
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図 1.3.16 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（2000年） 
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図 1.3.17 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（2001年） 
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図 1.3.18 北湖水温、DOと気象・水文諸量の推移（2002年） 
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1.3.2 姉川からの DO流入量に関する検討 

（1）融雪期（１～４月）における琵琶湖流入量・姉川流量について 
  姉川由来の DO 特性の検討に先立ち、融雪期を 1～4 月と想定し同期間における琵琶湖流入量に占

める姉川流量の割合を検討した。その結果を図 1.3.19に示した。 
①融雪期における姉川流量の占める割合は 3月が大きくなる傾向がうかがわれ、15％前後となること

が多い。（琵琶湖集水面積に対する姉川流域面積の割合は、371.4km2/3,174 km2×100＝11.7％） 

 ②なお、1月における姉川流量の占める割合は全体としては経年的に大きくなる傾向がうかがわれる。 

③2002 年については他の年に比べ琵琶湖流入量に対する姉川流量の占める割合が異常に大きくなっ

ている。これは、同年融雪期の流量が他の年に比べて多くなっているためであり、融雪期において

場合によっては、琵琶湖流入量に対して姉川の流量が大きなウエイトを占める場合があることを認

識しておく必要がある。 
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データ出典）国土交通省琵琶湖河川事務所、水資源機構丹生ダム建設所  

図 1.3.19 融雪期における琵琶湖流入量に対する姉川流量の割合  
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（2）琵琶湖全体の流入量と姉川由来のＤＯ流入量の比較 

琵琶湖に流入する DO量と姉川から流入する DO量を比較すると、表 1.3.1に示すとおりであり、全
体に占める姉川由来の DO流入量はわずかである。 
 

表 1.3.1 ＤＯ流入量の比較（1999 年対象） 

項 目 
ＤＯ流入量 
（ｔ/年） 

琵琶湖流入量に 
対する比率 

根拠等 

琵琶湖全体 48,620 100％ 
・対象年の逆算流入量の各月流量と同年の

琵琶湖流入河川水質調査結果の月別平均

ＤＯ濃度を乗じて算出 

姉川経由 4,349 8.9％ ・図 1.3.20の 1999年値を採用 

    データ出典）姉川値：水資源機構、琵琶湖逆算流入量：琵琶湖河川事務所データより算出、流入河川水質：滋賀県 

注）上表の各ＤＯ流入量の計算精度は異なるものであるが、オーダーを比較するために作成したものである。 

 

（3）琵琶湖ＤＯ現存量と姉川由来のＤＯ流入量の比較 

姉川から供給される DOが琵琶湖内 DOに及ぼす影響を把握するため、琵琶湖全体の DO量の季節変

化と姉川から流入する DO量を試算した。 

この試算結果をみると、琵琶湖全体の DO量の季節変化は 50,000～100,000ｔ規模であるのに対し、姉

川からの流入 DO量は融雪水による流入量の多い時期でも 1,000ｔ/月程度と非常に小さい量であること

から、その影響はわずかであると考えられる。 　　・琵琶湖のＤＯ量＝今津沖鉛直分布データ(２回/月)を水深ごとの代表値とみなし、水深ごとの水量を乗じて算出

　　・姉川のＤＯ量＝美浜橋データ(１回/月)を月平均値とみなし、月合計流量(野寺橋)を乗じて算出

姉川から流入する溶存酸素合計量の季節変化　1999年

485 481 1298 398 154 386 323 87 207 96 95 339
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（4）まとめ 

以上のまでの結果より、姉川から流入する DO

の琵琶湖への影響についてとりまとめるとつぎの

とおりである。 
. 
■姉川由来のＤＯが及ぼす琵琶湖への影響に 
関するまとめ 

 

 

 

 

 

①融雪出水期において、琵琶湖流入量に占め

る姉川流量の割合は、3月で高くなり 15％
程度となる。この値は、琵琶湖集水面積に

対する姉川流域面積の割合よりもやや大

きい。 
②2002年みられるように、融雪期において場
合によっては琵琶湖流入量に対して姉川

の流量が大きなウエイトを占める場合が

あることを認識することが重要である。 

③琵琶湖全体に流入するDO量に比較すると
姉川由来の DO量は、10％を下回るもので
ある。 

④また、琵琶湖の DO 現存量は 50,000～
100,000ｔ規模で変化するのに対し、姉川か
らの流入 DO量は 1,000ｔ/月程度と非常に
小さい量であることから、その影響は極め

て小さいと判断される。 

 

 

 
 

・姉川流入量：4,349ｔ/年 （出典：水資源機構） 

図 1.3.20 琵琶湖および姉川流入水内 
の DO量の季節変化
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■琵琶湖深層部ＤＯの回復と姉川からの融雪水流入の関係 
 

【調査結果（1985～2002年（1993年は欠測）の琵琶湖水質・姉川流量観測データによる）】 

琵琶湖深層部 DOは全層循環により 1～2月に大きく回復する（上記期間中、2月前半までに大幅回復

を示した年は 17年中 12年、2月前半～2月後半の間に示した年は 17年中 5年）。一方、姉川からの融

雪水の月別流量は 3月が最大となる年が多い（上記期間中、1～4月の月間流量が最大となる年は、1月

が 1年、2月が４年、3月が 11年、4月が 1年）。 

また、3月の姉川からの流入量の大小と翌年 2月までの琵琶湖深層部 DO変化との間には明確な関係

はみられない。 
 
⇒【調査結果から推察されること】 

深層部の DO 回復は、姉川からの融雪水の主たる流入時期より前にあたる 2 月までに生起しており、

DO回復の主たるメカニズムは、姉川からの融雪水の流入に支配されるものではない。また、姉川から

の融雪水の流入量の大小は、その後翌冬までの DO変化に明確な影響を及ぼすものではない。 
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